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市付近まで伝わった（木村 2010：23-24 頁）。 
3 渡辺 1964：142-143 頁。 
4 日本の人口は 16 世紀後半の約 1,800 万人から享保年間の 3,000 万人以上に増加し、150 年の間に 1,200
万人以上も増えたと推計されている（関山 1959：69 頁）。 
5 16 世紀後期には、近畿地方を中心とする西日本には、大規模な耕地拡大の余地はほとんどなくなったが、
中部地方から東の日本には、まだ相当広く耕地拡大の余地が残されていた（玉城 1984：9 頁）。日本の水
田面積は、8 世紀末頃に約 1,050,000 町歩、18 世紀中葉頃に 1,648,920 町歩、1873 年に 2,630,652 町歩、
















時期の区分* 溜池 用水路 開発** 合計 
1550 年以前 46 24 ― 70 
1551‐1600 年 3 11 14 28 
1601‐1650 年 66 55 122 243 
1651‐1700 年 93 121 220 434 
1701‐1750 年 27 52 103 182 
1751‐1800 年 23 31 88 142 
1801‐1867 年 99 139 450 688 
 











                                                   
6 本論において、近世を江戸時代と同義的に使う。 
7 江戸時代の水利技術について、喜多村 1950：50-66・83-115 頁、塚本 1984 を参照。 
8 古島 1941：161 頁。 
9 滝本 1929：639 頁。 
10 雨乞の記録は村方文書にもよく見られるし、近世支配者の仁政美談としても伝わる（岡谷 1981：413































                                                   
11 江戸時代の農書『耕作噺』は、「御収納取立」よりも「庄屋第一の勤は用水なり」と道破した（小野 1958b：
316 頁）。 
12 辻田 1978：75 頁。 
13 小山 1990：238-239 頁。 
14 中村 1976：24 頁。 
15 ラテン語には、小川を意味する rivus の形容詞である rivalis がさらに二つの名詞的用法をもつ。それ
は「小川を共同で使う者」と「競争相手」である（水谷 2009：570 頁）。英語の river（川）と rival（競
争相手）の二つの単語もまた rivus というラテン語と密接に関わっている。洋の東西を問わず、川の水は
昔から人間社会の利害対立を惹き起こす重要な原因である。 
16 紛争史研究の現状について、藤木 2010 を参照。 


































                                                   
18 今井・八木 1955：321-376 頁。 
19 大塚 1989。 
20 佐伯 1977。 
21 上杉 1969。 
22 貝塚 1997。 



































                                                   
24 高島 1976。 
25 高牧 1970。 
26 山崎 1967。 
27 大竹 1951、小早川 1957。日本近世の水論訴訟における内済主義について後文でまた詳述する。 
28 Roberts 1979：13-14 頁（日本語版：16 頁）。 
29 服部 2010：12 頁。日本灌漑水利慣行の史的研究を行なった喜多村氏も、水利慣行の内容を「政治的に
社会的に将又経済的に、水の合理的利用の目的の為に、経験的に累積せられた支配的秩序」であると指摘
































                                                   
30 服部 2010：14 頁。 
31 千葉 1980、和田 1994、福井 2003。 
32 Aubert 氏は、人間社会の紛争を利益をめぐる紛争と価値観や信条をめぐる紛争の二種類に分類した
（Aubert 1963）。 
33 Kelsen 日本語訳 1975：10 頁。 
34 正義という言葉は一般的に広く使われているが、その意味は多岐的で必ずしも明確な定義を持つもので
はない。Tyler 氏らは、正義を分配的正義・手続き的正義・報復的正義の三つに分けた（Tyler ほか 1997、
日本語版 2000）。なお、日本語版では分配的公正・手続き的公正・報復的公正と訳されているが、本論文
においては「Justice」をすべて「正義」と訳し、「正義」と「公正」の微妙な意味的区別をしない（「正義」



































                                                   
35 藤木 1985・1987、酒井 1999、稲葉 2009、蔵持 2009 は中世紛争史の代表的研究である。 
36 渡辺 2011：132-133 頁。 


























まず「不調時代替案」（Best Alternative To A Negotiated Agreement：BATNA）と「合意






                                                   
38 紛争の概念に関する研究概略は、杉野 2010：120-123 頁を参照。 
39 その代表的な研究は Fisher & Ury 1981。 


























                                                   
41 交渉学におけるいくつかの基本的概念については、松浦 2010、産業能率大学総合研究所交渉研究プロ













る（中山 2008：197-198 頁）。 
43 大西 2008。 










































のではない」（六本 1971：299-300 頁）。 
47 現役の法曹関係者による交渉技術の実務的研究も数多くある。たとえば、廣田 1988・1990・1999・2006、
小島ほか 1991、草野 1995。 
48 松下 1987、通山 2000。 
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51 Galanter 2000。 
52 Galanter 1974。 
53 和田 1991：175 頁。 





































られる（太田・岡田 2003）。なお、日本人の法意識について、日本文化会議 1982、高橋 2002、松村・村
山 2010 も参照。 
56 和田 2003：30-33 頁。なお、和田氏はこの論文において、文化論的視点も含めた包括的な紛争処理研
究の枠組みを提示した。 
57 山田 2003。 
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70 つくば市では、合併前の旧筑波町域が「筑波地区」と呼ばれる。本論文の対象地域はほぼこの行政上の
「筑波地区」に相当するが、完全に一致するものではない。 








72 山崎 1967。 
73 近世中期の所領の比率は、藩領 75.0%、御料 13.4%、旗本領 10.0%、寺社領 1.3%、公家領等 0.2%、
天皇領 0.1%である（浜島書店編集部 2003：147 頁）。 
74 喜多村 1950：476-489 頁。 
75 喜多村 1973 の「はしがき」によると、同著に収録された 18 篇を含む同氏の書いた 24 篇の論文には、
関東八州に関するものは「武蔵国見沼代用水路の研究」のみであった。筑波地区の水利問題に関しては、












上総 464 摂津 60 
下総 407 大和 52 
常陸 336 丹波 47 
上野 311 山城 38 
下野 312 河内 32 
相模 278 和泉 3 








備中 19 20 
（0.5%） 伊豆 64 石見 1 






信濃 15 日向 3 
甲斐 1 肥前 2 
伊勢 3 豊前 1 
越後 6 筑後 1 
越前 3 
奥羽地方 
陸奥 8 14 
（0.4%） 越中 1 出羽 6 
能登 1 松前 松前一円 （1） （1） 
 総計 40 国 知行所 3,677（100%） 
 
鈴木 1962。 









                                                   



















                                                   
77 つくば市教育委員会 2011：2 号。 
78 「旧幕府裁許絵図目録」は、江戸幕府評定所から明治政府に移管された裁許絵図を目録化したものであ
る。裁許絵図は関東大震災で焼失し、現在はこの目録のみが残されている（山本 1993）。このうち、筑波
地区に関するものは、常陸国第 1・10・ 20・26（上）・70・75・108・114 号の 8 件である。 
79 1960 年代に行なわれた調査では、奈良盆地内の水利団体の構成村落数は近世と概ね一致し、組織の面
































                                                   
80 永田 1971：49 頁。 
81 永田 1971：47 頁。なお、集団的水利用と個別的水利用との関係について、永田 1971：第 1 篇第 4 章
を参照。 
82 小早川 1957：424 頁。 
83 伊藤 1966。 
84 渡邊・尾島 1951。なお、近世の個人間の水論については畑中 1970：239-242 頁を参照。 
85 筑波町史編纂委員会 1985：水利 2-3 号。 
86 筑波町史編纂委員会 1985：解説。 





村名 年代 堰 洗 水門 圦樋 樋 池 主水源 
国松 明治二 4  2    桜川 
神郡 明治二 3     1 逆川 
漆所 明治二     1 8 逆川 
大貫 文化八 無   3 7  逆川 
杉木 明治二 無   4 2  桜川 
小沢 明治二 1 1 3  4  桜川 
君島 享保 1 1 3  1  桜川 
北条 享保 2 2 3   8 桜川 
小泉 享保       桜川 
泉 享保 1      桜川 
平沢 享保 1     2 山水 
山口 明治二 14     3 山水 
小和田 明治二 3     3 山水 
小田 文政八 5  1  8 8 桜川 
太田 明治二 1 1 2  2  桜川 
大形 享保十 1  1 無  3 桜川 
大島 元禄十一       桜川 
上菅間 明治二 1 1 2  4  桜川 
中菅間 明治二   2  3  桜川 
池田 明治六 1      桜川 
田中 明治二  2  5  1 大池用水 
水守 明治二  2  2  2 大池用水 
山木 慶応元 1   1  1 大池用水 
作谷 明治二      1 天水 
 









































































                                                   
1 喜多村 1950：470頁。 
2 貝塚 1997。 
3 西崎 1927a。 
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9 筑波町史編纂委員会 1985：水利 2号。 
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15 筑波町史編纂委員会 1985：水利 83号。 
16 筑波町史編纂委員会 1985：水利 89号。 
17 日本近世訴訟費用負担は、敗訴者負担主義ではなく、原告と被告の両方によって負担されることが原則
である（小早川 1957：480-482頁）。 





































                                                   
19 筑波町史編纂委員会 1985：水利 122号。 






































                                                   












































































                                                   
22 つくば市教育委員会 2011：11-12頁。 

































                                                   
24 筑波町史編纂委員会 1985：水利 2号。 
25 西崎 1927a・1927b・1927c。最初の一篇は水論訴訟の手続を、他の二篇は灌漑と防水に関する権利関
係を論じた。 





































                                                   
27 石井 1959：152 頁。なお、この触書の内容は農村社会にも広く通達され、筑波郡太田村の村役人が書
いた「御達覚」にも記録されていた（つくば市教育委員会 2009：234-235頁）。 




































                                                   
29 西崎氏の論考が依拠したのは幕府の「評定所裁許留」という史料である。この史料は関東大震災の火災
で焼失し、ごく一部の内容を抄録した副本しか残っていない。 
30 西崎 1927a。 
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の村々との相論、領主や外敵への対応などのため、日常的に武力を発動できる態勢を備えていた（藤木
1997：131頁）。 
59 藤木 1985：197頁、藤木 2005：38頁。 
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75 小早川 1957。 
76 陶山 1991。 
77 小早川 1957：420頁。 









































































                                                                                                                                                     
る。現代の利水計画においては、10分の 1程度の確率で発生する渇水年を基準として、それにたえること
のできる計画をつくることが常識となっているが、幕藩期では、5 分の 1 が基準であったようである。5
年という期間は、客観的な水文資料の蓄積がまったく存在しなかった時代の経験主義的認識の範囲でいえ
ば、適切な方式であった（玉城 1984：22頁）。 
80 小早川 1957：82頁。 
81 小早川 1957：80頁。 
82 陶山 1991。 
83 この事情は現代にも通じる。現役裁判官の草野氏は、事件数が多いことが和解を提唱する一因と述べた
（草野 1995：1頁）。 
84 小早川 1957：427頁。 
85 大竹 1951。 





























                                                   






88 六本 1997：3頁。 
89 国際紛争について検討した藤田氏は、すべての紛争が法律的紛争か非法律的紛争かを二者択一的に分類
できるほど単純ではなく、ほとんどすべての紛争には裁判可能な側面があると指摘した（藤田 1992）。 



















































































                                                   
1 近世水利組合間または組合内部に格差があったことはすでに多くの先行研究によって指摘された（喜多
村 1950：208-221 頁、今井・八木 1955：321-376 頁、福島 1963、川島 1974、大塚 1989）。封建時代から
形成された格差は戦後の農村にも残っていた（堀内 1970）。 









































                                                   
3 筑波町史編纂委員会 1985：水利 64 号。 
4 筑波町史編纂委員会 1985：水利 64 号。 



































                                                   
6 前年の水論訴訟時、大貫村も尼ケ堰の件について提訴した（筑波町史編纂委員会 1985：水利 82 号）。 
7 喜多村 1950：210-217 頁。 
8 上流村の名主の姫君が下流村の名主の許へ嫁入りしたとき、上流村の水を「化粧水」として持参したた
め、嫁入り先の下流村が引水順序の優先権を得たという（龍野 1983：51-52 頁）。 










享保九年辰三月廿六日           上野村 名主  太郎右衛門㊞ 





同  甚左衛門殿 
同  長左衛門殿 























                                                   
10 つくば市教育委員会 2012：38 号。 







































                                                   
13 筑波町史編纂委員会 1985：水利 17 号。 
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18 筑波町史編纂委員会 1985：水利 19 号。 
19 筑波町史編纂委員会 1985：水利 17 号。 
20 多気義幹の系譜は、石川 1991：41-87 頁、雨谷 1993：93-157 頁を参照。 





いう（木村 1985：145-147 頁）。 






















                                                   
25 北条村にある無量院に祭られている多気義幹の位牌には「北条開基城主多気義幹、無量院阿弥陀仏、建
久四癸丑歳七月十五日」と記された（菊地 1967）。 
26 筑波町史編纂委員会 1983、石橋・関口 2002、石橋・広瀬 2003、有限会社日考研茨城ほか 2009。 



























                                                   











































                                                   
33 服藤 1980：13 頁。なお、旗本法については、川村 1969・1970 と鈴木 1969 を参照。 
34 鈴木 1973：97 頁。 
35 服藤 1980：18 頁。石井氏は、前者を統合的幕府法、後者を領主的幕府法と呼ぶ（石井 1979：338 頁）。 
36 杉山 1980：268 頁。 




政法の分野であった（服藤 1980：68 頁）。 



























                                                   
40 大竹 1951。 
41 評定所は、寺社・町・勘定等の各奉行がその裁判官となり、所謂評定所一座を形成した（西崎 1927a：
註七）。 

















































                                                   
44 日本経済叢書刊行会 1914：321 頁。 
45 筑波町史編纂委員会 1985：水利 1-4 号。 
46 筑波町史編纂委員会 1985：水利 52 号。 
47 上記の大島・国松両村と酒寄村との水論裁許絵図から、酒寄村の堰がその上流にある椎尾村地内に設置
されたことが確認できる（国土地理院 2006：35 頁）。 






水論当事者 訴状提出日 返答書提出日・差日 裁許・内済の日 
小田･大形⇔太田 寛文九年五月 寛文十年二月 寛文十年三月廿八日 
大島･国松⇔酒寄 貞享四年二月 貞享四年十一月 貞享五年二月廿五日 
筑波･沼田⇔臼井･神郡 元禄六年六月 元禄六年六月廿五日 元禄七年十一月十四日 
沼田･筑波･大島･国松⇔
北条･君島･小沢･小泉 
文化十四年正月 文化十四年二月十三日 文政三年八月四日 
上菅間⇔大島 文久二年九月 文久三年二月十三日 文久三年九月 
 






















                                                   
49 つくば市教育委員会 2004：65 号、真壁町歴史民俗資料館 2002：25 頁。なお、小田組合番水相論は主
に小田村と太田村の争論であったため、ここでは大形村の状況を省略した。 
50 笠間藩井上氏の支配状況及び旗本井上氏との関係については、笠間市史編さん委員会 1993：378-379
頁と鈴木 1968 を参照。 



































                                                   
52 石村 1972。 
53 進士 1986a：112-116 頁；進士 1986b：55、85、195 頁。 
54 藤田 2012：48 頁。 
55 中瀬 1989：9-10 頁。 







論双方から金 500 疋59と 300 疋ずつ、侍 9 人は双方とも 100 疋ずつ、中間 9 人は双方とも
50疋ずつ、その他の 8人は双方から 300疋と 200疋ずつ贈られた。武蔵国の水論一件では、


























                                                   
57 山口 2003：131 頁。 
58 京都大学日本法史研究会 1973：555-558 頁。 
59 金 100 疋＝1 朱。 
60 石井 1959：36 頁。 




































                                                   
62 石井 1959：40 頁。 
63 瀧川 1984：108-110 頁。瀧川氏による 1950 年代以来の公事師・公事宿の精力的研究がこの一冊にま
とめられた。なお、公事宿から弁護士の前身である代言人への転換については、茎田 1989 を参照。 



































                                                   
65 南 1967：69-70 頁。 
66 南 1967：71-72 頁。 
67 瀧川 1984：148 頁。 
68 瀧川 1984：149-150 頁。 













土屋相模守様              一ツ橋之外屋敷    安藤右京様 
御老中                  すじかい橋之内角屋敷 松平対馬守様 
久世大和守様              町御奉行かし橋之内  坪内能登守様 
井上河内守様              同断 こふく橋之内  中山出雲守様 
戸田山城守様              同断 すきや橋之内  大岡越前守様 
水野和泉守様 
若年寄 
大久保長門守様  御台所町飯田町下 
水野因幡守様 御用人 辻尾岡右衛門殿 永田小右衛門殿 
大久保佐渡守様  水戸橋角 
水野伯耆守様  同  井口惣右衛門殿 伊藤仙助殿 
森川出羽守様   御弓坂上角 
伊勢伊勢守様  同  淵岡彦右衛門殿 長屋治部右衛門殿 
石川近江守様 
大久保下野守様 同  玉義茂兵衛殿  栗田忠左衛門殿 
御評定御懸り御手代 
水戸様御裏門近牛天神下 鈴木小右衛門様御手代 松村近右衛門殿 
尾張様五段長屋ノ下   増田太兵衛様御手代  成島又右衛門殿 
 
このリストには、大老 1 名、老中 4 名、若年寄 4 名のほか、寺社奉行 2 名、町奉行 3 名、





                                                   
71 茎田 1987：326 頁。 


















不明 1 分  絵師への絵図写し代 
十月十九日 4 両 1 分  宿新兵衛への手伝金土産 
十月廿六日 3 両  宿新兵衛への手伝金土産 
十月廿九日 4 両  宿新兵衛への手伝金土産 
十一月十二日 25 両  宿新兵衛への手伝金土産 
十一月廿二日 2 両  宿新兵衛への手伝金土産 
同日 5 両  宿新兵衛への手伝金土産 
不明 9 両  宿新兵衛への江戸逗留中造用 
不明 1 分  松村近右衛門様御中間衆へ 
不明  300 文 成島又右衛門様御中間衆へ 
不明  350 文 宿手代善兵衛へ 
不明  150 文 宿若イ者へ 
不明  250 文 伊勢守様御門番へ 
不明  1,167 文 江戸御屋敷廻り返答書簡 
不明 3 分 769 文 土浦御屋敷廻り御礼 
不明 2 分 637 文 江戸御屋敷御礼物調 
不明 3 両 1 分 416 文 上下造用小遣ひ 
合計： 金 57 両 1 分 銭 4,039 文 
 
つくば市教育委員会 2011：9 号。 
 
                                                   



































                                                   
75 高橋氏が検討したある刑事事件の訴訟では、村方の出費が 241 両余に上り、そのうちも賄賂の疑いの
ある用人への謝礼が入っていたという（高橋 1996：182-184 頁）。 
76 石井・服藤 1994：484 頁。 



















明治二（1869）年の村明細帳によれば、大堰は縦 15 間 4 尺 5 寸・横 6 間 5 尺、小堰は縦 6
間 5 尺・横 4 間であった3。 
 堰水は酒寄村地内の用水堀を通って大島村・国松村の順に流下するが、国松村はさらに
大島村地内にある用水堀で「三左衛門堰」と呼ばれる小さな堰を造り、そこから国松村の










                                                   
1 なお、大島村は桜川右岸にも枝村をもっていた。 
2 筑波町史編纂委員会 1985：水利 3 号。田の面より用水の面が高くなければ引水はできず、その差が大
きいほど水の流れは良いので、堰の建造地をより上流の場所に築造した結果、堰が他村地内にあるのが一
般的であった。 
3 筑波町史編纂委員会 1978：村明細帳 25 号。 

























嘉永五子年十一月               惣代 清兵衛㊞ 
同  忠兵衛㊞ 
同  孫兵衛㊞ 
同  惣兵衛㊞ 
名主 全右衛門㊞ 
同  又助㊞ 
同  仙右衛門㊞ 
同  万右衛門㊞ 





                                                   



































                                                   
6 北条村・小沢村・小泉村・君島村の四ヶ村からなる北条組合は沼田村地内に組合堰をもち、桜川から引
水する。 
7 筑波町史編纂委員会 1985：水利 12 号。 
8 筑波町史編纂専門委員会 1989 を参照。 





































                                                   
10 筑波町史編纂委員会 1985：水利 12 号。 




































                                                   
12 筑波町史編纂委員会 1985：水利 1-2・7 号。格が重視されていた近世では、順番が村同士の関係を反映
するのはよく見られる。佐渡の長江川流域では、饗応の席における関係村々の座席順が用水権の優劣に対
応していた（喜多村 1973：400-403 頁）。 





明和八年                     百姓惣代 
卯二月                      弥平次 
伊右衛門 
清四郎 
井上頼母様                        幸八 
御支配所                      助之烝 

























天保八酉年三月日             名主 印 
組頭二名 印 
                                                   





































                                                   
15 筑波町史編纂委員会 1985：水利 8 号。 
16 筑波町史編纂委員会 1985：水利 10・12 号。 



































                                                   
18 小早川 1957：77、89-90 頁。 
19 陶山 1991。 
20 中田 1943：878 頁。 
21 茨城県史編さん近世史第 2 部会 1971：125 号。 









嘉永五子                       長右衛門 





























                                                   





嘉永五年                 大島村 名主  平右衛門 
子八月日               同人忰 見習  平兵衛 
同村  百姓代 与七 
同   百姓  平左衛門 
差添人     五郎右衛門 
詑扱人 大貫村     角兵衛 


























                                                   








嘉永五年子                   名主   庄左衛門 
八月日     訴訟方          同    助右衛門 
組頭   武助 
同吉兵衛煩ニ付代忰   伊兵衛 








相手方         同人忰見習 平兵衛 
百姓代 与七 
百姓  平左衛門 
差添人組頭 五郎右衛門 
大貫村 
扱人          名主 角兵衛 
上菅間村 













                                                   






嘉永五子年八月日             名主   平右衛門 
（付箋）「入牢ニ付無印」 
同人忰 
同見習  平兵衛㊞ 
百姓代  与七 
百姓代28  平左衛門㊞ 
差添組頭 五郎右衛門㊞ 
同 大貫村 



















切り払った大島村の関係者 5 人に処罰の申渡が領主から下された。 
                                                   
28 「百姓」の間違いと思われる。 
29 筑波町史編纂委員会 1988：村方騒動 60 号。 





































                                                   











































嘉永五子年                  三十人惣代 


































                                                   








同  吉兵衛㊞ 




























                                                   





































一、天保十一子年帳面調ニ付、村役人一同馴合壱人前ニ付金弐分余ツヽ割懸致候義は   
                                                   























嘉永七寅年四月             訴訟人   平左衛門㊞ 
同     市右衛門㊞ 
同     忠兵衛㊞ 
同     九兵衛㊞ 
同     与七㊞ 
同     隼助㊞ 
相手 
元名主 平右衛門㊞ 
同 組頭  青葉杢右衛門㊞ 
同 同   塚田善左衛門㊞ 
同 同   五郎右衛門㊞ 
同 同   三郎兵衛㊞ 
同 同   太郎左衛門㊞ 






名主  飯田惣右衛門㊞ 
同   石井文右衛門㊞ 
杉木村 
名主  石島治太夫㊞ 
国松村 
名主  庄左衛門㊞ 
吉間村 
名主  鈴木忠蔵㊞ 
小栗村 
名主  惣四郎㊞ 
片野村 
















申聞候得共右等之儀は、是迄夫々談示も無之、組頭［    ］ニて願出候段、難心




                       盲 
成、免［      ］方無心小前ヲ謀言ヲ以、名主役無之方村方為ニ相成候等、申 
                                          且 
紛候者共有之候故、評儀区々ニて一決不仕、無拠其段御届申上候儀、是又名主役之儀
                                                   

































     迄 
江戸表之之罷出越訴仕、剰謀計ヲ以、村内ヲ混雑為致候儀ニ御座候、且七人え私共不 



















                別 
今般惣代ニ相立候清兵衛、■願人庄助え応意之者ニて、両人共素より馴合誰等より 御 
                                 候 
上様ヲ相掠メ、出情人等と申立、御褒美頂戴被 仰付■故、右■儀合ニ依て、今般庄
助・清兵衛え荷胆仕、其外同意之者共五七人有之、村方混雑為仕候儀、乍併此段は御 










嘉永七寅年九月               返答人 百姓    与七 
同   同     市右衛門 
同   同     隼助 
同   山守    九兵衛 
同   与頭手伝  平左衛門 
神郡                   同   与頭    忠兵衛 
御役所                同   同     五郎兵衛 










                                                   
38 筑波町史編纂委員会 1988：村方騒動 64 号。■は抹消された文字。 






氏名 天保十三年 嘉永五年 嘉永七年四月 嘉永七年九月 万延元年 
平右衛門 名主 名主◎※ ◎  名主◎ 
平兵衛  名主見習◎※    
杢右衛門 組頭 組頭(◆に差添) 組頭◎ 組頭 名主 
善左衛門 組頭 組頭 組頭◎   
三郎兵衛 組頭  組頭◎   
太郎左衛門 組頭  組頭◎   
佐兵衛 組頭     
吉右衛門 組頭     
五郎右衛門 百姓代 組頭(◎に差添) 組頭◎ 組頭 百姓代 
庄助  組頭 組頭◎ (組頭？) ◆ 組頭◆ 
忠兵衛   ◆ 組頭◎  
五郎兵衛    組頭◎  
源次郎    組頭  
藤作     組頭◆ 
弥平次     組頭◆ 
嘉兵衛    組頭見習  
太郎右衛門    組頭手伝 百姓代 
平左衛門  ※ ◆ 組頭手伝◎  
与七 百姓代 百姓代※ ◆ ◎  
周助    百姓代(◎に差添)  
伊右衛門     百姓代 
藤兵衛     百姓代 
治左衛門     百姓代 
九兵衛  山守※ ◆ 山守◎  
清兵衛  ◆  ◆  
吉兵衛  ◆    
市右衛門   ◆ ◎  
隼助   ◆ ◎  
又右衛門    ◆  







                                                   
































萬延元年閏三月                                名主格 
組頭 庄助 印 
同  藤作 印 
同  弥平次印 
大塚 
御役所41 
                                                   




























組頭  助三郎㊞ 
組頭  五兵衛㊞ 
名主  八郎右衛門㊞ 
百姓代 又左衛門㊞ 
組頭  忠助㊞ 
同   嘉吉㊞ 
組頭  源七郎㊞ 
同   治郎右衛門㊞ 





名主  庄三郎㊞ 
組頭  市郎右衛門㊞ 
同   清右衛門㊞ 
名主  三十郎㊞ 
同   喜太夫㊞ 






























                                                   





































                                                   
43 筑波町史編纂委員会 1985：水利 61 号。 








































































                                                   
45 茨城県史編さん近世史第 2 部会 1971：125 号。 
46 同年十二月、三左衛門堰一件の時に大島村の村方騒動をリードした清兵衛がこの張訴の張本人とされ、
拷問を受けた（茨城県史編さん近世史第 2 部会 1971：135 号）。 






























命された（茨城県史編さん近世史第 2 部会 1971：125 号）。 
50 井上氏自身は江戸常住で知行地に赴いた形跡はなく、きわめて在地性の薄い支配形態をとっていた。井






























                                                   
1 筑波町史編纂委員会 1978：村明細帳 32号。 
2 仲田 1985：198-201頁。 
3 筑波町史編纂委員会 1985：水利 76号。 





































                                                   
5 筑波町史編纂委員会 1985：水利 64号。 








寛政十年午十一月                   常州筑波郡 
上菅間村 
名主 新兵衛 


























                                                   
7 筑波町史編纂委員会 1985：水利 56号。 
8 筑波町史編纂委員会 1985：水利 53号。 






































                                                   



































                                                   
11 筑波町史編纂委員会 1985：水利 72号。 
12 筑波町史編纂委員会 1985：水利 80-83号。 
13 塚本 1992：28頁。 

































                                                   
15 筑波町史編纂委員会 1985：水利 28-29号。 
16 つくば市教育委員会 2004：180頁。 
17 近世の筑波地区には大島村が 2 ヶ所あり、明治時代になってから上下を附して区別されるようになっ
た。ここの大島村は下大島である。 
18 筑波町史編纂委員会 1985：水利 101号。 
19 自然流水は江戸時代において、無主物とも支配者である領主の所有物とも考えられる（西崎 1927b）。 
20 西崎 1927b。 



























































文政四巳年十二月十九日             組頭共代兼 













                                                   






































                                                   






















文政五午年                 村役人惣代 
七月五日               組頭  覚左衛門煩ニ付代兼 
訴訟人 名主  助右衛門㊞ 
百姓代 源吉煩ニ付代兼 
同   組頭  喜四郎㊞ 
本多市郎知行所 
同州同郡上菅間村 
名主  久右衛門 
同   安兵衛 
同   弥七郎 
組頭  宇兵衛 
同   作兵衛 
右五人煩ニ付代兼 
相手  組頭  久兵衛㊞ 
本多大和守知行所 
同州同郡同村 
名主  八郎右衛門 
112 
 
組頭  清左衛門 
同   次郎兵衛 
同   安兵衛 
同   忠右衛門 
同   富右衛門 
右五人煩ニ付代兼 




























                                                   




































                                                   
































慶長七 慶長十五          元和二     慶安二     元禄十一 
小田村 御料 
旗本佐久間氏 旗本横山氏 土浦藩 
佐久間氏次男（太田村） 土浦藩 
大形村 御料 
旗本佐久間氏（七百石方） 旗本横山氏 土浦藩（大形村新組） 
佐久間氏次男（二百石方） 土浦藩（大形村古組） 
 
筑波町史編纂委員会 1980：63 頁、筑波町史編纂委員会 1982：17 号、つくば市教育委員会 2004：63 号。 
 
表Ⅴ－1 が示したように、近世前期、小田・太田・大形 3 ヶ村の領主が数回入れ替わった。
小田村は慶長七（1602）年の検地を受けた後、慶長十五（1610）年まで幕府の直轄地であ






                                                   
1 ここの大島村は下大島である。 
2 筑波町史編纂委員会 1978：村明細帳 6 号。 
3 筑波町史編纂委員会 1978：村明細帳 7 号。 
4 筑波町史編纂委員会 1985：水利 45・47・51 号。 
5 筑波町史編纂委員会 1985：水利 36 号。 
6 大形村二百石方について、元禄四（1691）年の史料（筑波町史編纂委員会 1985：水利 38 号）には「米
津伊勢守様御知行所」と書かれていたことから、一度土浦藩領から離脱したことが判明したが、詳しい経
緯は不明である。なお、大形村の領主変遷について、立正大学古文書研究会 1979 の考察にも誤りがある。 
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7 筑波町史編纂委員会 1985：水利 30・32・36 号。 
8 元禄四（1691）年の史料（筑波町史編纂委員会 1985：水利 38 号）には、それまで 313.2 石の「太田・
大形分」が大形村二百石方の知行替えによって別々に書かれるようになり、そのうち太田村の堰水懸の田






































                                                   








寛文十年                       太田村 







が再検地した結果、小田村の石高が 1,678.724 石から 2345.493 石に増え、そのうち田高が










                                                   
















309-318 頁を参照。なお、番水制による用水配分は中世にも見られる（寶月 1943：174-245 頁）。 
14 用水は上流から流れてくるため、大形村の受益高は七百石方と二百石方の両方を合計する。寛永十


































                                                                                                                                                     
田地の石高に応じて分担され、堰水懸の田高は小田・大形分 633.65 石、太田・大形分 313.2 石であった。
寛文七（1667）年の水門普請入用はこの割合を以って勘定された（筑波町史編纂委員会 1985：水利 32 号）。
元禄四（1691）年にも同じ割合が適用されたが、太田村と同領だった大形村二百石方の相給分が別の領主
の知行地となったため、合計 313.2 石の太田・大形分は別々に記され、太田村の受益高は 225.63 石であっ
たことがわかる（筑波町史編纂委員会 1985：水利 38 号）。したがって、小田・大形両村の受益田高は太田
村の約 3.2 倍になる。 
















戌                   田土部村 石田四郎左衛門㊞ 
三月廿八日                   宮本伝右衛門㊞ 




















                                                   




































                                                   






























元禄弐年                      太田村 
己巳七月三日                   伊兵衛㊞ 
忠兵衛㊞ 
（五十二人連印略） 
亦左衛門㊞    八左衛門㊞ 
庄兵衛殿 
                                                   
18 齊藤 1970 は、小田・太田両村の間に発生した水論や山論を近世村落の成立過程における出来事と位置
付けたが、両者の関連性には言及しなかった。白川部 1990 は、山論における結集のあり方に注目し、小田
村は「未開の力に支えられている」、太田村は「文明を確かに踏まえている」と結論付けた。 







えられ、五日には鎌 3 具、さらに六日には鎌 5 具と荷鞍 5 口を押さえられた。七月三日か
ら六日までの四日間に、小田村は四回にわたって入会地に行き来した太田村の者が所持す






訴訟人 名主 庄兵衛 
馬草苅合場出入               組頭 惣百姓共 




















                                                   
20 筑波町史編纂委員会 1985：入会 31 号。 


























元禄弐年巳十月                 同  与兵衛 
同  吉郎兵衛 
同  多兵衛 
同  惣兵衛 
御奉行所様                    同  五左衛門 














































                                                   



























元禄三年午三月廿四日         横山内記知行所 
平右衛門 
平左衛門 









                                                   























天和弐年戌正月廿六日               太田村 吉兵衛㊞ 
光蔵院㊞     忠右衛門㊞ 
神宮寺㊞     三左衛門㊞ 
庄兵衛殿                          長右衛門㊞ 
弥右衛門殿                         惣十郎㊞ 







        覚 
一、青木・辻・せうぶ沢・小野越・仏生寺右五ケ村之御運上御札山へ、当六月廿九日
草盗人参候処ニ、右五ケ村百姓衆並御札役人辻村次郎左衛門、小野越村忠兵衛・権之
                                                   










貞享四年                     組頭 与兵衛 

























                                                   
25 筑波町史編纂委員会 1985：入会 28 号。 
26 筑波町史編纂委員会 1985：入会 33 号。 
27 白川部 1990 を参照。 





































                                                   
29 筑波町史編纂委員会 1985：入会 20-21･27 号。 
30 これについては第五章で詳しく検討する。 






































                                                   


































                                                   
33 つくば市教育委員会 2010：34 頁。 
34 土屋数直について、土浦市史編さん委員会 1975：343-346 頁を参照。 









































































的である」と述べた（六本 1997：3 頁）。 
2 明野町史編さん委員会 1987：桜川･観音川 3 号、つくば市教育委員会 2011：2 号、筑波町史編纂委員会
1985：水利 55 号。 
3 石田村は小林氏・青沼氏・前島氏・天野氏、倉持村は曲渕氏・守能氏・大木氏・折井氏、中根村は朝比
奈氏・川副氏・小林氏、山王堂村は土屋氏・折井氏及び幕府の領地となっていた。幕府以外の 11 名の領主
については明野町史編さん委員会 1985：337-366 頁を参照。 
4 明野町史編さん委員会 1987：桜川･観音川 6-9･12 号、筑波町史編纂委員会 1985：水利 75-76 号。 
5 筑波町史編纂委員会 1985：水利 17-24 号。 
6 筑波山知足院の支配について、筑波町史編纂専門委員会 1989：636-647 頁を参照。 






























文政二卯年四月                  名主 治郎兵衛 
杉木村 
神郡                      名主 惣兵衛 
御役所10 
 
                                                   
8 近世では、第三者が係属中の訴訟に参加する要件として、訴訟の結果に法上の利害関係をもつことが必
要であった（小早川 1957：254-256 頁）。 
9 大貫村と杉木村が北条村組合用水の利用に至った経緯は明らかではないが、両村はともに田高 80 余石
の小村で、北条用水以外、神郡村の余水も利用していたので、北条村組合への影響は比較的小さかったか
ら引水を認められたと考えられる（筑波町史編纂委員会 1978：村明細帳 17･20 号）。 





































                                                   













万治元年                        作谷村 
戌八月                         名主 


















九月十四日  加印之名前 
常州新治郡田中村 
同州筑波郡外弐ケ村惣代 
                                                   
12 筑波町史編纂委員会 1985：解説。 
13 筑波町史編纂委員会 1985：水利 110 号。 
14 筑波町史編纂委員会 1985：水利 115 号、つくば市教育委員会 2011：4 号。 

































水田 163 万余町歩、畑地 132 万余町歩であり、水田はもちろん、畑地においてもその貢租
                                                   




れた貢租収入額が経常収入の 90.8％にあたる 1,658,390 両に達し、臨時収入と合わせた総



























                                                   
17 古島 1941：159 頁。 
18 古島 1963：98 頁。 
19 中央政府の租税総額に占める地租の割合は明治三十一（1898）年まで首位を占め続け、そのうち、田
















一、金壱分銭三百四十七文 此工数十五工 両替四貫六百文 
     内 
七百卅壱文  大工又七 此工数七工 但金壱分ニ十一工ツヽ 
七百六十四文 弟子弐人 此工数八工 但金壱分十一工ツヽ 
此仕様 弐枚扉杉 中壱尺八寸 長五尺弐寸 
中柱槻  長壱丈壱尺 六寸角 
梁三樞  取替 
控杭壱連 弐本 
右ハ小田堰悪水払水門扉新規ニ仕候、細工為作料被下之難有請取申候、以上 
寅八月                     大工 又七 
右之通大水門扉今度新規御取替被仰付、大工作料被下候、於私共難有奉存候、以上 
年号月日                  小田村 名主共 
軍地与右衛門様             太田村 名主 
 
覚 
一、米弐斗三升  此工数廿三工 但一日壱升ツヽ 
     内 
壱斗五升  此工十五工 但一日壱升ツヽ 大工又七 
八升    此工数八工 但一日壱升ツヽ 木挽仁右衛門 
右ハ小田堰悪水払水門扉新規ニ仕候、細工為扶持方被下之、難有請取申候、以上 




寅八月                   小田村 新左衛門 
助右衛門 
軍地与右衛門様                 次左衛門 
太田  十右衛門24 
                                                   




とあり、小田組合水門扉の普請では、大工 3 人の作料 1,495 文と、大工と木挽の 2 人の扶































                                                                                                                                                     
24 つくば市教育委員会 2009：31-32 頁。 
25 筑波町史編纂委員会 1985：水利 79 号。 






































                                                   
28 筑波町史編纂委員会 1985：水利 116 号。 
29 筑波町史編纂委員会 1985：水利 109 号。 
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年度 通達日 徴収締切 村高百石に対する徴収額 
天保三年 九月廿五日 十一月晦日 銀 25 匁 3 分 
天保五年 九月廿七日 十月晦日 銀 22 匁 3 分 
天保六年 十月十九日 十月晦日 銀 22 匁 3 分 
天保七年 不明 十一月晦日 銀 19 匁 5 分 
 








        覚 
一、銭弐貫五百文  松枝弐拾五駄之代 
一、同三貫八百文  竹三拾八束之代 
一、同四貫五百文  杭木九拾本之代 





天保十四年卯正月          名主 新三郎㊞ 
同  喜藤太 
同  甚五兵衛 
                                                   






























一、金壱両三分永百三十四文四分  此鐚五百三十六文  小田 
一、金弐分永弐百三十四文九分   此鐚九百三十八文  太田 
一、金壱両永百三十三文六分    此鐚五百廿弐文   大形 
右之通殿様より被下候竹代金割合金銭、此者ニ為持差遣申候、御請取可被成下候 
酉三月             小田村名主中 
太田村 
大形村 
                                                   
31 筑波町史編纂委員会 1985：水利 78 号。 
32 本多氏の財政状況について、齊藤 1998 を参照。 














七月二日               幸蔵 
明三日より 
六人   大島 
四人   大形 太兵衛方 
十七人  同  七郎兵衛方 
四十七人 小田 
八人   太田 
三人   小和田 
九人   山口 
七人   平沢 
六人   漆所 












                                                   
34 つくば市教育委員会 2010：171-172 頁。 
35 筑波町史編纂委員会 1985：水利 16 号。 









此麦弐拾八石六斗壱升  但壱人ニ付壱升ツヽ 
但金壱両ニ三石二斗かへ 両替四貫五百文 
此わけ 




九月廿八日      源太兵衛37 
 
これは寛延二（1749）年、北条村溜池浚普請の人足代金の記録である。12 ヶ村から 2861
人が動員され、このうち、太田村は 197 人を普請に出した。村々の人足に対し、一人に麦 1

















                                                   
37 つくば市教育委員会 2010：85 頁。 





































                                                   
39 「土浦御代官定書略抄」（土浦市史編纂委員会 1972a：91-120 頁）。 




































                                                   
41 筑波町史編纂委員会 1985：水利 15 号。 






































                                                   













数が 7 ヶ条に増え、その内容もより詳しいものとなった。1 条は特定の場合を除き、用水堀
を埋めることを禁止する。2 条は喧嘩停止令の内容のほか、渇水のときに「甲乙無く」分水


















   附、水上之村悪水堀有之処、水下村悪水堀埋潰候処も有之由相聞候間、以前之通堀
立可申候、勿論悪水堀無之処は可申出候 
右之通在方へ可申渡候 
                                                   
44 土浦市史編纂委員会 1972b： 93-101 頁。 



































                                                   
46 土浦市史編纂委員会 1970：47 頁。 
47 土浦市史編纂委員会 1970：52 頁。 
48 土浦市史編纂委員会 1970：54 頁。 




























享保六年丑正月廿一日             組頭 六右衛門 
同  伊右衛門 
大形村 
組頭 杢兵衛 
同  武左衛門 
軍地与右衛門様                同  平兵衛 
同  善右衛門 
                                                   
50 双務的関係について、佐藤 2010：46-48 頁を参照。 
















一、五町八反歩    大池一ケ所 
此坪数壱万七千四百坪 







文政弐年卯二月末ニ上ル    両村名主役人百姓代 
田宮 百姓代 弥次左衛門 
休左衛門 
川島藤兵衛様            組頭  孫兵衛 








                                                   
52 筑波町史編纂委員会 1985：水利 98 号。 





































                                                   
54 つくば市教育委員会 2009：123 頁。 



























天保五午ノ                        坂入要吉㊞ 










































延宝八年申二月 堀市正知行所大曽根村     名主   五左衛門 
同    助右衛門 
同    小右衛門 
同    角右衛門 
御奉行様                  惣百姓代 太郎右衛門57 
 
                                                   
56 筑波町史編纂委員会 1985：水利 77 号。 



















25 名が高 7 石以上であった（表Ⅶ－2）。しかし、寛文二（1662）年頃になると、高持百姓
の人数が倍近くの 51 名に増えた。このうち、高 7 石以下が半数以上の 29 名に上ったのに








0～ 1～ 3～ 5～ 7～ 10～ 15～ 20～ 
寛永二十一年 0 0 2 0 5 10 3 7 27 
慶安二年 0 1 2 0 4 14 6 2 29 
寛文二年頃 1 5 10 13 14 6 2 0 51 
天和二年 9 6 9 13 9 10 1 0 57 
貞享四年 7 3 12 16 10 8 1 0 57 




                                                   
58 つくば市教育委員会 2012：解説。 












0 斗- 1 斗- 3 斗- 5 斗- 7 斗- 1 石- 2 石- 4 石- 6 石- 8 石- 10 石- 
寛文元年 1 2 0 3 2 5 10 15 8 6 8 60 
元禄九年 13 4 5 3 4 16 19 7 1 0 8 80 
享保五年 9 3 2 2 5 19 17 7 4 0 6 74 
延享三年 9 0 3 1 6 24 20 7 2 2 3 77 
安永元年 5 0 4 4 6 24 20 7 2 3 1 76 
享和三年 4 2 2 4 6 30 21 2 3 1 0 81 



















                                                   
60 鳥塚 1952。 
61 齊藤 1970。 












元禄十四年辰八月日            神郡村 


















「 文化三年    上菅間村 
耕地水配番附帳 
名主 
寅六月三日始り   両組組頭 立会 
百姓代   」 
壱番 
赤町東溝 
                                                   
63 筑波町史編纂委員会 1985：水利 86 号。 
64 筑波町史編纂委員会 1985：水利 25-26 号。 
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赤町 寿つか 小刀打 駒橋 大道端 






















遊見堂 こし当 地蔵堂 天神田 仲町道下 小堰端 














よしほつく 境町 北峯田 越戸道上 


















岩前 四分壱 折戸 五反田 蓮田 筒本 
東ハ大兵衛 五兵衛 次郎右衛門分 忠右衛門 夫より赤橋 五反田道 西東ハ三
左衛門田迄 
南ハ中菅間村境 
西 次郎兵衛 谷右衛門 由右衛門 新兵衛 清八田迄 
北 大道下タ 
五番 
地袋小橋下タ 岩前溝西ほつく 筒本俗長町 はす田 













峯田 筒本峯田尻り 池袋道上 同新道下タ 
東ハ新兵衛分谷右衛門田小道外溝 伝右衛門分五右衛門田迄 
南ハ地袋道付 善左衛門 伝右衛門 仲ケ分田迄 
北ハ五兵衛田 元助田 三右衛門田三をさ通り 
























                                                   
65 筑波町史編纂委員会 1985：水利 58 号。 
66 中村 1976：29 頁。四国地方の香川県にある満濃池は日本を代表する溜池であり、ここに近代にいたる
まで伝承された分水慣行が「線香水」である。これは、番水の実施にあたって、分水堰ごとの給水を、線

















































































                                                   
2 陶山 1991。 
3 和田 1991：175頁。 
4 萩原・坂本 2006：13-14頁。 














                                                   
6 Beachほか日本語訳 2003：79頁。 
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